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田4－そう思う　臼3－どちらかといえば、そう思う　臼2－どちらかといえば、そう思わない　D1－そう思わない

1　教雷方針・目標の理解

学校は、教雷方針や教育巳糠などを、子どもや保護
者、地域にわかりやすく示していると患いますか。

2　鷺徴的な筆校生活

子どもは、楽しい攣校生活が送れていると思います
か。

3　数臓の連携協力

羊校では、先生方が連携協力して数雷活動に取り組
んでいると思いますか。

1「教育方針・目積の理解」については、学校数青白積を具現化した5つの「めざす子ども像」を設定し、去年に引き続き常時掲示し、また、校長講
話など機会あることに詰り続けてきたこともあり、鷺諌付けがなされている。2「意欲的な学校生活」については、わかる授業づくりをしたり、45
分になった昼休みに全員遊びなどを取り入れたりしてふれあう時間を確保したことで、楽しい学校生活を送れていることがうかがえる。3「教師の連
携協力」については、学校・学年での連絡・連携を種目こすることで、共通理解、共通実践を行ってきた。保護者にも教職員の連携が見えているよう
だ．今後とも学年会等の時間を確保し、教師の連携・協力を進めていきたい。

4　授業づくりの工夫

先生方は、わかる授業、楽しい授業づくりに努めて
いると患いますか。

5　鷺徴的な学習態度

子どもは、意欲的に授業に取り組んでいると患いま
すか。

「教科指導」において、本年度も全員で研究授業に取り組み授業改善に努めてきた。そのことによ
り多くの児重や保護者が分かりやすい操業になっていると感じている。しかし意欲的に参加してい
るかについては、児童の評価が患ったより高くない。今後、ヰ人や休職的活動を工夫し、児童が必
手盛を感じ主体的に学習に取り組む授業づくり、わかる・できる授業づくりを進めていくことが必
要である。

7　遭竃、心の教育の充実

半枚は、患いやりの心や感謝の心などを大切にする
心の教書の充実に努めていると患いますか。

8　あいさつ、礼儀の励行

子どもは、あいさつがきちんとできていると患いま
すか。

6　　　　線合的な筆晋の時間の充実

子どもは、総合的な学習の時間に意欲的に取り組ん
でいると患いますか。

総合的な学習の時間においでは、教職員が子ど
もにつけたい力を考え目標設定をし、児童が、
目的をもって取り組めるようにした。さらに、
自己評価、他者評価、教師からの評価を行い、
自ら取り頼んだことへの達成感を味わい、意欲自ら取り頼んだこ
的に取り槌むこと ができたと考える

「道徳、心の教育」については、心の教育の充
実において、保護者や児童の評価は蔦いが、実
際のあいさつや礼儀の励行になると評価が下
がっている。このことから、道徳の時間の学習
が、遭徳的実践力につながる取り租みになるよ
うに見直す必要がある。今後、心に響く授業づ
くりに努め、行事などとの関連を図り、効臭的
な指導に努めたい。特にあいさつにおいては、
立ち止まってする「まごころあいさつ」が少し
ずつ定着している。来校著や地域からも、立ち
止まってあいさつする子どもたちをほめていた
だくことが多い。そのことを保護者へも情報発
信していきたい。

9　一人一人の児童の尊重

学校は、一人一人の子どもを大切にした指導や対応
ができていると患いますか。

9「児童の尊重」において、教職員は児童
教育の視点で教師自身の言動を律してきた

にと
こと

10　友達への思いやり

子どもは、友達となかよくしていると患いますか。

とって重要な言語環樵の一つという認識のもと、人権
もあり、三者とも「そう思う」の評価が増えてき

た。また、10「子どもは友達と仲良くしている」ことについては、1学期、2学期にハートフル
ウィークを設け人権教育を実施した。2学期の全校児童による集会ではその取り組みを学年ごとに
発表し、仲間づくりについての宣言もしてきたので、互いを大事にすることの大切さを学ぶことが
できた。今後も、児壬一人一人を大切にし、いろいろな機会をとらえて人権尊重の精神を育ててい
きたい。

12　児童理霹

先生方は．子どものよさを見つけ、子どもを理解し
ようと努めていると患いますか。

13　規範意義

子どもは、きまりやマナーを守っていると患います
か。

14　いじめや闘農への対応

学校では、いじめや問題があったとき、すぐに話を
聞いて対応していると思いますか。

12「児童理解」や14「いじめや問題への対応」について、保護者・児童ともにrそう思う」が昨年に比べ増えている。これは、生活夕会等で児童
について共通理解、共通実践してきたことやいじめや問題発生時に、教職員が連携して速やかに正確に誠意をもって対応することを心掛けてきたから
だと考える。今後、さらに児童との赦育相談の壕を設けたり、児童にしっかりと寄り添いながら、児童同士の人間関係に心を配ったり、保護者と教職
員や教職員間の連絡を密にしたりして、「いじめを許さない、見逃さない。」取り組みを進めていきたい。13「規範意識」においては、三着の篤農
のずれが大きい。そこには、児士の態度やあいさつがよくなってきているが、さらにろうかの歩行やトイレのスリッパの並べ方、名札の着用などが十
二分に徹底ができていなかったという教職員の反省がある。きまりやマナーについて共通理解を図り、家庭と学校で連携した指導を行う必霊がある。



15　安全と事故防止

半枚は、子どもの安全と事故防止に努めていると患
いますか。

16　体力向上

子どもは、すすんで外遊びやスポーツをしていると
患いますか。

15「安全と事故防止」について、本牧では、交通安全教室を1年生、自転車教皇を4年生で行
い、PTAでも11月に交通教主を行った。また、特活零で交通安全や遊具の使い方の指導も行
い、事故防止に努めている。また、保健だよりで、けがや病気について保護者へも情報発信をして
いる。16「体力向上」については、本年度体力向上推進校として指定を受け、体育の授業の充実
に取り組んできた。また、PTA保体委員会による毎週水曜日の「朝遊び」の取り組みや朝のラン
ニングタイムがあり、外遊びが増えている。本年度から昼休みを45分間とり、全員遊びなど外に
出る機会を増やしたり、体育だよりで保護者へ年2回情報発信したりしている。一方、外遊びやス
ポーツをあまりしていない児童もいるが、児童の休講や鴨好が関係すると考えられる。今後、どの
児童もその手なりに楽しく運動できる場を設定していきたい。

17　学校行事への書加．と工夫

学校では、運動会や筆習発表会などの半枚行事が工
夫されていると患いますか。

本年度は、初めて「ふれあいりんどう祭り」を
行い、運動会同様日曜日に実施し、保護者や地
域の方の多くの参加を得た。学校では、目積設
定をし、評価カードを作り、目的鷺練や役割を
はっきり認隷させた。このことにより、児士
は、主体的に取り組み、達成感を味わってい
た。
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20　学校の予定等がわかる情報発信

攣校からの文雷等で、学校の情報が十分発信されて
いると患いますか。

21教育活動への参加

学校が公開している教育活動（行事、授業等）は、
保護者や地域の方が参加しやすいと患いますか。

学校からは学校便りや学年通信、学級通信、保健便り、給食便りなど定期的に出される通信
の他、文嘉やメールなどで学校行事や学習の様子等の情報を配信してきた。その結果、情報
の発信については、多くの保護者から肯定的評価を得られた。また、行事や公開授業への参
加についても、「ふれあいりんどう集り」等を日曜日に行ったり、行事が同時期に集中しな
いように配慮したため、同様に肯定的な評価を多く得られている。今後、情報の内容や発信
方法の工夫、ホームページでの積極的な公開等、開かれた学校づくりを進めていきたい。

22　家庭や地域との連携協力

半枚は、家庭や地域と連携・協力しながら教育活動
を進めていると患いますか。

保護者やHOTパトロール、グリーンボラン
ティアの方にゲストティーチヤーとして生活科
や総合的な学菅の時間に学習支援をしていただ
き、地域や保護者の協力を得て教育活動を進め
ることができた。また、2学期に学習支援員を募
集し、活用することによって幅の広い活動がで
きつつある。今後も、こういった活動を続け、
連携を深めていきたい。



27　地域

子どもは、地域のことを好きだと思いますか。

28　地域との交流

子どもは、地嶋の人と挨拶したり．話したり、行事
に参加したりして．関わっていると患いますか。

本校では、HOTパトロールやグリーンボランティア等地域の方とふれあう機会や地域・保護者の方に参
加していただく体験的行事を多く取り入れてきた。また、「校区遍勧会」rどんどや」「西原さくら集り」
等の地域行事も多く、地域とのかかわりも深い。このような取り組みを通して、児童は地域の一員としての
自覚と嘉びを感じてきている。一万、28「地域との交流」において．挨拶や会話、地域の行事への参加が
あまりできていないとする意見もあったことから、児童が積極的に地域へ関わろうとするような取り組みを
していく必霊を感じる。今後、地域と学校がより一層連携をしながら、光量と地域をつなぐ取り組みを進め
ていきたい。

29　生活に役立てる

子どもは、学校で学習したことを、日ごろの生活に
役立てることができていると患いますか。

30　ものを大切にする

子どもは、自分のものや学校のものを大切にしてい
ると患いますか。

29「生活に役立てる」では、授業で身に付けた力が、生活科や総合的な学習の晴間で生かされ、そこで
培ったものが、また棲義に生かされる相互繍充の蘭係になるように計膿を立て取り組んでいる。
30「ものを大切にする」ついて、多くの児童がものを大切にしていると患っているが、保護者や教職員は
児童より厳しい評価をしている。半枚での落し物が絶えないことや道具の片付けが十分でないこと等、保護
者や教義鼻の側から見て課題だと感じているからだと患われる。本年度は、持ち物に全て記名をしようと呼
びかけてきたが、教職員の共通理解と一斉の実践力が弱かったと反省している。ものを大切にするとはどう
することなのかということを、家庭や学校生活の中で具体的に児童に示していく必要がある。

度に向けて次の点を まえ具体的な取り組みを計画していく
①　「ふれあい給食」「ふれあいりん
言語活動を積極的に取り入れ、児童
②　①を踏まえ、学校行事や教育課程

ど
の

あい発表会」等の学校行事と教科等を関連をづけながら、体験的活動や

計画を見直していく
③　教科と学校行事及び常時活動を間違させながら、次のような取り組みを行い、児童の学力向上、教職員の指導力向上を図って
いく。
・学力検査等をもとに、実態把握と分析する。
・児童の特性に応じた指導過程や手立ての工夫をする。
・モジュール学習や漢字・算数大会などを計画的に行い、基礎学力の定着を図る。
・教職員の指導力向上を目指した研修を実施する。
⑥　全教育課程の中で、道徳性を培うための活動と児童の感性を育てる活動に取り組み、豊かな心の育成を図る。
・道徳授業の充実を図る。
・「ふれあい給食」等地域とふれあう場や全校児童によるハートフル集会等を通して、自他を大切にする心情を育てる。
・「グリーンタイム」や「美化週間」、見学旅行や遠足等を実践の場として位置づけ、道徳的実践力を育てる。
⑤　体育の授業と常時活動の充実を図
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「朝のランニングタイム」「西原ギネス」や各学級で取り組んでいる全長遊びを定着させる。
週に1度行っているPTA朝遊びと連携し、児童が楽しみながら体力をつけていくことが出来るようにする

り、児壬の体力の向上を図る。
を取り入れた授業構成の工夫により、基礎体力の向上を園る

ってきている。緑化活動
○　評価の結果から、子どもの笑顔や歓声が感じられた。実際に、楽しそうに下校する姿が見られるなど、日々の取り組みの成果
が子どもの姿としてあらわれている。
○　子どもの評価が高いが保護者の評価が低いような項目は、指導が徹底できていない項目であると考える。担任も児童と一緒に
走って朝のランニングに取り組むなど、日々の取り組みの積み重ねを大切にしてほしい。
○　来年度の方向性として、学力充実と行事と関連させていくことは、とても良いことである。来年度に向けて、しっかり取り組
んでほしい。
○　子どもたちには、次の学年に励みをもって進級させてほしい。


